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図2:両D-0･1のときのQcy(上の4本)とqcy(下の4本)の時間発展
ただし､(-)は体積 (面積)平均を意味する｡(3)式は-秩序変数の場合のストレステン
ソルのaly成分を表す｡図2にヤ710-0･1に固定して､Qcyとqcyを歪み_7の関数として･
さまざまな戸の値に対してプロットした｡ QcyもqcyもT GS2あたりでピークをもつが､
Qcyのピーク値の方が大きい｡また､ Qcyは戸に依存し､ピーク値はほぼ戸に比例してい
るが､qryはほとんど戸に依らない｡一方､qxyはずり速度に依存し､ずり速度今が大きい
ほどピーク値が大きくなる｡
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